
特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティー

理事長　 能 島　 裕 介　様

団体名

代表者職氏名 印

フリガナ フリガナ

役職 氏名

学校名 学年

フリガナ フリガナ

役職 氏名

学校名 学年

連絡先

高校生
以下 2人 大学生大学院生 18人 それ以外 5人

中越地震
被災地内 20人 被災地外新潟県内 5人 県外 0人

年　　　月　　　日

■団体の目的（団体が目指そうとしていることなど）

http://www.tanpopo/popo.or.jp

2005年5月5日

ＦＡＸ番号 0258-12-3456 □事務所　■自宅（■代表者　□担当者）

□中越地震前　■中越地震後

この助成金の
申請担当者

設立時期設立年月日

助成金交付申請書

貴法人「新潟県中越地震学生団体等支援助成金要綱」に基づき、助成金の交付を受けたいので、下記の通
り申請します。

ﾋｻｲｼﾞﾄﾞｳｼｴﾝｻｰｸﾙ ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ

被災児童支援サークル　たんぽぽ

ﾔﾏﾀﾞ ｲﾁﾛｳ

山田　一郎

１年

団体所在地

電子メール

ホームページ

新潟県小千谷市本町1-1-105

■代表者自宅　□大学内　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

tannpopo@popo.or.jp

〒947-8888

電話番号 0258-12-345 □事務所　■自宅（■代表者　□担当者）

■団体設立の経緯（団体が設立されたきっかけや設立趣旨など）

ｶｲｹｲ

会計

新潟中越大学文学部

メンバー構成
２５人

鈴木　花子

090-1234-5678

ｽｽﾞｷ ﾊﾅｺ

被災児童支援サークル　たんぽぽ

代表　山田　一郎

新潟中越大学経済学部

代表

ﾀﾞｲﾋｮｳ

団体名

フリガナ

メンバー居住地
メンバー数

※代表者と同じ場合は、下に
チェックを入れ、連絡先のみ
を記入して下さい。

□代表者と同じ

２年

※携帯電話等、日中に連絡がとれる電話番
号を記入して下さい。

代表者

　2004年に発生した新潟県中越地震で被害を受けた子どもたちを支援しようと、現代表の山田が新潟中越大学の学生
たちに呼びかけて、このサークルは設立された。山田はもともと子どもにはあまり関心がなかったが、テレビで仮設
住宅で生活する子どもの様子を見て、この活動を始めようと思い立った。当初はメンバーも4名ほどの小さなサークル
で、仮設住宅に訪問し、子どもたちに勉強を教えたり、遊び相手になるような活動をしていたが、徐々にその輪も広
がり、現在では20名以上のメンバーが集まっている。
　また、活動が広がるにつれ。新潟中越大学の学生だけでなく、近隣の大学の学生や高校生、社会人にもその輪が広
がっている。

　新潟県中越地震で被災した子どもたちに、大学生などが寄り添うことで、子どもたちの元気を取り戻し、将来的な
被災地の復興に寄与したいと思っている。
　特に私たちが力を入れているのが、子どもたちの学びと遊びに関する支援である。子どもたちは、地震で大きな
ショックを受けているが、将来、自立した大人となるためには、一定の学力を身につけたり、また遊びのなかで創造
性を身につけることが必要だと考えている。
　私たちは、子どもたちに比較的年齢の近い学生が活動しているため、より子どもたちの視点に立った、活動を行う
ことができると思っている。



受付日 事務局 事務局長 審査 理事長 通知 交付 事務局長 財務理事 理事長

消印日

決定日

受　理 / / / / / / / / /

□採択
□補欠
□不採択

/      /

/      /

■団体の主な活動（内容・頻度・成果などを活動毎に箇条書きで）

可　・　不可

□審査回付
□書類不備
□要聴取

■添付文書（下記の文書は申請に際して、必ず添付して下さい。）

　□団体の基本となる規程（定款、会則、規約など）
　□団体の役員名簿（役職・氏名・住所を記載したもの）
　□団体の年間活動計画書及び予算書（当該年度又は直近年度）
　□団体の年間活動報告書及び決算書（前年度又は直近年度）

事務用欄（下記には何も記入しないで下さい。）

/      /

■団体の今後の活動や助成金の使途(今後、取り組みたい活動や助成金が得られた場合の使い道など）

■代表者の思い（今後の団体の活動に対する代表者の思いや志など）

○仮設住宅での学習支援
仮設住宅に居住している子どもたちに対して、大学生などが訪問し、勉強面での支援を行う。だいたい、週に1回、1時
間30分程度、訪問している。件数は現在、約30件。この活動では、いつも子どもたちが私たちが訪問することを楽しみ
にしていて、保護者からも子どもの様子が変わってきたなどの報告が複数、来ている。実際、訪問している学生ボラン
ティアからも、子どもたちの顔つきが変わってきた、勉強に自分から積極的に取り組むようになってきたなどの報告が
寄せられている。
○被災した子どもたちを対象にしたキャンプ
被災した子どもたちを対象に夏休みと春休みにキャンプを実施している。だいたい、各回40人くらいの子どもたちが集
まり、2泊から3泊程度のキャンプを行っている。子どもたちは、自然のなかで、いろいろと工夫をして遊んだり、木工
などのハンドクラフトを行っている。この活動は子どもたちの協調性を高めたり、創造性を育む効果があると考えてい
る。
○被災した子どもたちを対象にしたハイキング
被災した子どもたちを対象に、毎月1回程度、日帰りのハイキングを行っている。近くの山に登ったり、公園でドッチ
ボールなどをして遊んでいる。毎回50名以上の子どもたちが参加していて、非常に人気の高い企画である。

○現在は小千谷市の一つの仮設住宅でしか活動を行えていないが、今後、複数の仮設住宅において支援を展開したい
と考えている。そのためには、活動メンバーを増やしたり、団体の活動をもっと広く広報していくことが必要だと考
えている。
○また、この活動を行っていくためには、活動に直接かかる経費だけでなく、郵便代や交通費なども必要になってい
るが、現在、それらの費用は、メンバーが持ち出しで行っている。それらの経済的負担も、メンバーを増やしにくい
要因になっている。
○この除せ金が得られれば、こうした団体の運営にかかる経費の一部を負担したり、またよりメンバーを広く集める
ために、チラシを印刷するための費用に充てることができればと考えている。

　○○・・・・・・・・


